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ミカドフキバッタの地理的変異
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Fig．9，Mapshowingthelocalitiesandthegeographicaldistributionofeachtypeofmale
genitaliaandtheundersurfacecolorofhi'1dfemur．
●：Red；、：palered：○：palepink～milkywhite・
LL：SouthemboundarylineassumedaccordingtoKano(1986)，Kobayashi(1981)．
Tominaga(1980）andResearchGroupofOrthoptera（1983）；---------：boundarylinesamang
thetypesofmalegenitalia．
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Fig.10.Aedeagalvalveofmalegenitalia（dorsalview）．
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ミカドフキバッタの地理的変異
Fig．11．MapshowingcentraltonorthHonshuat
Wiirmglacialperiod（Minato,1978）．
－：Coastallineatpresent；‐-------‐．coastal
lineatWUrmglacialperiod;〃ｸ"〃ｸｸ〃〃：theiso‐
thermatWUrmperiodwhichisassumedtocorre‐
spondwithpresentupperlimitofthesubalpine
zonebasedonMinato（1978）．
続性が認められ、また各型内の変化にも連続
性が認められた。
能登半島・富山県北部および東北地方産の
個体は、雄交尾器がA型で後腿節下面が赤色
型である。佐渡島および北海道産の個体も、
冨永他（1980）によれば、雄交尾器は筆者の
いうA型であり、また後腿節下面は加納
（1986）から判断すれば赤色型と推定される
ので、本質的に同じ集団が北日本に広く分布
していることになる。
淡色型の分布域は、C型の分布域と互いに
大きく重なるが、A・D両型の分布域の一部
6叉
でも見られる。また、C型の一部は赤色型に
含まれる。B・D両型は、挿入器背弁の円形
化・偏平化、腹弁の円形化の点で類似する。
B・C。Dの3型は、分布域が狭くかつ南
端にかたよっているのでA型に較べ派生的と
思われる。A型よりB・D両型の祖先型が派
生しそれが分布を広げた後、その分布を分断
するようにA型よりC型が派生し、分断され
たB・D両型の祖先型が各々B型。D型とな
ったのではないかと考えられる。
根来・瀬川（1988.1990）は、ミカドフキ
バッタの分布上限を亜高山帯上限と推定して
いる。そこで、氷河期に下降したと考えられ
る現在の亜高山帯上限に相当する温度環境線
を図示してみた（Fig.11)。これは、年平均気
温が8℃低下（湊、1978）したとして計算し
たもので、富山付近で標高約1100m、仙台付
近では同じく約800mに相当する。これをみる
と岐阜県古川町付近を中心とした地域は南北
でごく狭く途切れるものの、この線で周囲を
とり囲まれていることがわかる。この地域は
淡色型の分布およびC型の分布ともよく重な
り、B・D両型のほぼ中央にもあたる。この
ことから、寒冷期にこの地域に隔離された集
団が温暖期に分布を広げるということを繰り
返した結果現在の状態にいたったのではない
かと推定される。
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